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演劇計画Ⅱ ─戯曲創作─
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いまさら「悲劇」なんて、世の中に見つかるものでしょうか？ 「悲劇」と呼ぶに
ふさわしい「悲劇」がもしもあるとしたら、それはどんな物語なのでしょうか？ 
─私は答えを持ちません。なぜなら答えは、劇作家がやがて描き出すこ
とになる未来の、まだ見ぬ作品のなかにしかないのですから。今、私たち
にできることは、性急に答えを求めようとすることではありません。「待つこと」
が必要です。そして私自身、京都芸術センターという場所は、作品の到来
を「待つ」ことができる、日本で最も適した場所だと確信しています。そう。
「待つ」という時間を、どれだけ実り豊かな時間に変えていけるがが、ひと
えに現在の私たちに課せられた共通課題なのです。（森山直人：「演劇計画Ⅱ」

企画立案／演劇批評／京都造形芸術大学舞台芸術研究センター主任研究員）

1つのテーマをひたすら追い続
け、新たな戯曲の誕生を待つ。

2013年に始まった本企画「演劇計画
Ⅱ」は、公演という1つの終着点を迎
えることとなりました。長い期間の中
で創作された劇作家2人によるそれぞ
れの「悲劇」は、内容やアプローチの
仕方は異なるものの、どちらも現代を
生きる人間の姿を浮き上がらせる作
品となりました。

柳沼昭徳による『新・内山』では、内山という男性に起こる様 な々出来
事を通して「現代で生きること、そのものの悲劇性」が描かれます。これ
までも、実際の社会問題を扱った作品を発表してきた柳沼ですが、本
作では、内山の生きる現代社会と内山が思い描く遠い世界、2つの世界
を通して、資本主義社会やコミュニティの喪失などが原因で起こる事件
や争いなど、現代社会の構造そのものが持つ問題を描き出します。物
語をより正確に描くために毎回綿密な取材やフィールドワークを行う柳
沼ですが、今作でも福島で、古くから伝わる神楽の動きや震災からの
復興のリサーチを行いました。緻密な取材を通して描かれた「内山の新
しい世界」を、年代やバックボーンの異なる総勢26名の俳優陣が立ち
上げます。

一方、山崎彬による『また愛か』では、ある平凡な家庭で起きた1つの
事件と、そのことがきっかけで起こる悲劇が描かれます。これまで、特殊
な性質を持つ登場人物や日常では起こりえない展開などを用い、劇的
なせりふやバンドの生演奏などを交えて発表してきた山崎。しかしなが
ら本作では、等身大の登場人物を通して、人と人との普遍的な関係を描
きだします。人を信じ、愛し、それでも起こってしまう悲劇。初共演となる
東西の俳優陣からも目が離せません。

古代ギリシャに成立し、現代までその形式を残す「悲劇」。しかしなが
ら価値観が多様化し、日々たくさんの事件が起こる現代において、主人
公の没落や破滅を描くだけでは、もはや「悲劇」は成立しないのかもし
れません。そんな中創作された2つの「悲劇」はどのようなものになるか。
2人の作家の視点を通して、現代の人間の有り様や社会の新たな側面
を垣間見ることができるのではないでしょうか。

演出家の育成を目的に2004年度からの6年間の開催された「演劇計画」を引
き継ぐ形で、劇作家が3年間という時間をかけて1つのテーマと向かいあい、
新作戯曲を上演する新たなプログラム「演劇計画Ⅱ」。柳沼昭徳（烏丸ストローク

ロック）と山崎彬（悪い芝居）、2人の劇作家が「二幕の悲劇」というテーマを基に、
2013年から戯曲の執筆を続けてきました。2014年からは執筆中の戯曲の一部
をドラマリーディングという形で発表する「Read in Progress」を定期的に開催
し、ゲストや観客との対話などを通して、戯曲をより深く発展させてきました。
2015年度はプログラム最終年として戯曲を完成させ、公演を開催します。

企画が始まってから3年、どのような作品になるかスタッフとしても非常に楽しみです。気軽に楽し
めるという作品ではありませんが、公演という体験を共有することで、きっと皆さんの心に何かが
生まれるはず。どうぞお見逃しなく。 岩村空太郎（アート・コーディネーター）

柳沼昭徳 作・演出『新・内山』
日時：	10月2日（金）18:00、3日（土）14:00

4日（日）14:00、5日（月）18:00
出演：	今井美佐穂（第0楽章）、岡田怜奈、小野亮子、柏木俊彦（第0

楽章）、加藤和子、河波哲平、日下範子、黒木優介、桑折現、
コタカトモ子、阪本麻紀（烏丸ストロークロック）、崎田ゆかり、
澤雅展、志田なおき、鈴鹿暁美、住吉山実里、たなべ勝也、
中前夏来、西村貴治、野村明里、長谷川湧、福井菜月（ウミ

下着）、堀井和也、本間広大（ドキドキぼーいず）、松岡咲子（ドキ

ドキぼーいず）、美輝明希
会場：	講堂
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山崎彬 作・演出 『また愛か』
日時：	10月24日（土）18:00、25日（日）14:00、28日（水）14:00

29日（木）18:00、30日（金）18:00、31日（土）14:00
	 11月1日（日）14:00、11月2日（月）14:00
出演：	玉置玲央、田中良子（ブルーシャトル）、藤原大介（劇団飛び道

具）、中西柚貴（悪い芝居）、山崎彬、山浦徹（化石オートバイ）、
渡邊りょう（悪い芝居）、渡邊安理（演劇集団キャラメルボックス）、
園木愛、呉城久美（悪い芝居）、上村宏也、山下多恵子

会場：	フリースペース

烏丸ストロークロック『八月、鳩は還るか』（作・演出 柳沼昭徳／2010）　写真：東直子

悪い芝居プロデュース アンダーヘアvol.1 『マボロシ兄妹』（作・演出 山崎彬／2014）　写真：調子麻美

柳沼昭徳 （やぎぬま あきのり）
京都市生まれ。近畿大学在学中、太田省吾、鈴江
俊郎、大橋也寸らの指導を受け、1999年に「烏丸ス
トロークロック」を旗揚げ。以降、全ての作品におい
て劇作・演出を担当する。同団体では、現代の社会
と人が抱える問題をモチーフにしたドラマを叙情的
なセリフと繊細な演出で描く。多作を消費的に発表
せず、一つのコンセプト・題材に対し、様 な々角度か
らのアプローチを試みながら小作品を積み重ねな
がら、中長期的なクリエーションを行っている。また
昨今では、国内各地でワークショップ公演や市民参加劇を多く手がけている。
2003年にKyoto演劇大賞受賞、OMS戯曲賞多数ノミネート。

PROFILE

山崎彬 （やまざき あきら）
奈良市生まれ。京都市在住。立命館大学社会学部
卒業。2004年12月、京都を拠点に劇団「悪い芝居」
を旗揚げ。脚本、演出、俳優として活動する。『ベ
ビーブームベイビー』（京都芸術センター舞台芸術賞2007
ノミネート）、『嘘ツキ、号泣』（第17回OMS戯曲賞佳作）、

『駄々の塊です』（佐藤佐吉賞2011 最優秀作品賞・優秀
脚本賞・優秀助演男優賞。第56回 岸田國士戯曲賞最終選
考にノミネート）、など脚本家としても注目されている。
俳優としての外部出演も多く、最近の出演作に、サ
ンシャイン劇場『ショーシャンクの空に』（脚本：喜安浩平、演出：河原雅彦）、テア
トル・ド・アナール『トーキョー・スラム・エンジェルス』（作・演出：谷賢一）、つかこ
うへい TRIPLE IMPACT『ロマンス2015』（作：つかこうへい、演出：中屋敷法仁）
など。二兎社『書く女』（2016年1月～2月、全国公演）に出演予定。

PROFILE

料金（各公演とも）：一般前売3,500円／当日4,000円
学生前売3,000円／当日3,500円（当日学生証要呈示）

※イベント情報（P2）もご覧ください

撮影：清水俊洋
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各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）

催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、
TEL、FAXで事前にお申込ください。チケット窓口でも受け付けます。
※　印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です
　（制作支援事業は京都芸術センターチケット窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外）
　その他、友の会特典詳細についてはウェブサイトをご覧ください
※各種学生料金は要証明書呈示

美術

NEW INCUBATION 7
『パラレルワールド または私は如何にして
世界を愛するようになったか』
映像作品を中心に幅広い活動を展開している二
人のアーティストEUGENE KANGAWA とPIERRE 
JEAN GILOUXによる展覧会。それぞれの視点か
ら現代の風景を描き出した映像作品を展示。
会期：9月9日（水）－10月18日（日）　
	 10:00－20:00
		  ※10月3日（土）は22:00まで延長開廊
		  ※会期中無休・入場無料
会場：ギャラリー北・南
出展作家：E

ユウジン

UGENE K
カンガワ

ANGAWA、P
ピエール

IERRE 
J

ジャン

EAN G
ジルー

ILOUX
協力：アンスティチュ･フランセ関西、ヴィラ九条山

パラレルイベント／ ニュイ・ブランシュ 
KYOTO2015関連企画
※詳細はウェブサイト［www.kac.or.jp］、または
［www.nuitblanche.jp］をご覧ください

※入場無料

1. EUGENE KANGAWA
Special Installation
日時：10月3日（土）18:00－22:00

4日（日）10:00－13:00、18:00－22:00
5日（月）10:00－17:00

会場：フリースペース

2. PIERRE JEAN GILOUX
a. Film Screening
日時：10月3日（土）夕刻
会場：京都国際マンガミュージアム（中京区）

b. Special Installation
日時：	10月3日（土）－9日（金）10:00－20:00
		  ※10月3日（土）は22:00まで延長開廊
会場：	和室「明倫」

アン・リスレゴー展
3Dアニメーション作品で、PARASOPHIA: 京
都国際現代芸術祭2015でも注目された、ノル
ウェー出身の作家、アン・リスレゴーの個展。
会期：10月27日（火）－12月25日（金）

	 10:00－20:00
		  ※会期中無休・入場無料
会場：ギャラリー北・南

伝統

五感で感じる和の文化事業
月イチ☆古典芸能シリーズ
第28回「緞帳を知る」
10月は舞台芸術には欠かせない緞帳に着目します。
日時：	10月16日（金）14:00－16:00
会場：（株）川島織物セルコン 市原事業所（本社

工場及び織物文化館）（左京区静市）

集合：	13:30に叡山電鉄鞍馬線市原駅前（時間厳守）

講師：脇田常弘（美術工芸生産グループリーダー）、
辻本憲志（織物文化館館長）

料金：無料
定員：30名（先着順／要事前申込）
※9月21日（月）10:00から電話にて受付開始

五感で感じる和の文化事業
「先覚に聴く」
日時：10月10日（土）14:30－16:30（開場14:00） 
会場：大広間
ゲスト：	竹本住大夫（文楽・太夫・人間国宝）

	 米川文子（生田流筝曲・人間国宝）

司会：	小林昌廣（情報科学芸術大学院大学教授）

料金：1,000円
定員：100名（先着順／要事前申込）

演劇
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柳沼昭徳 作・演出 『新・内山』
日時：10月2日（金）18:00

3日（土）14:00
4日（日）14:00
5日（月）18:00

会場：講堂
出演：桑折現、阪本麻紀、今井美佐穂、柏木俊彦 ほか

山崎彬 作・演出 『また愛か』
日時：10月24日（土）－11月2日（月）

会場：フリースペース
出演：玉置玲央、田中良子、藤原大介、中西柚貴 ほか

両公演共に
料金：一般前売3,500円／当日4,000円
	 学生前売3,000円／当日3,500円
チケット取扱：京都芸術センター窓口・ウェブ

サイト、チケットぴあ（『新・内山』Pコード：

445-944／『また愛か』Pコード：445‐044）
※詳細はTopic01（P1）をご覧ください

音楽

京都芸術センター×京都市立芸術大学　
アーティスト・イン・レジデンス 2015
マルティ・ルイス コンサート
スペインからサウンドアーティスト／研究者のマ
ルティ・ルイスを招き、1970年の大阪万博で展示
されたバシェ兄弟の音響彫刻を修復しました。京
都市立芸術大学祭では修復後の音響彫刻を用
いて、作曲専攻、打楽器専攻の学生とのコラボ
レーションコンサートを行います。
日時：	10月31日（土）15:00－15:40
	 11月1日（日）18:00－18:40
会場：	京都市立芸術大学 大学会館ホワイエ（西京区）
※入場無料・事前申込不要

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行うアーティ
ストによるワークショップ（参加無料・要事前申込）

東野祥子 「身体意識かえていきいきダンスWS」
初心者からダンサーまで! 自由になりましょう。
身体に対する意識を変えていきましょう。のびの
びストレッチからゆっくりダンスしながら意識を
起こしていきます。時には激しく踊ってみます。
最後には負担もなくなり、とっても楽に身体を使
えるようになっています。
日時：10月1日（木）19:00－21:00
会場：制作室10
定員：25名
対象：3歳以上（初心者からプロを目指すダンサーまで）
※動きやすい服装でお越し下さい。タオルや飲み物

をお持ちください

遊劇体
「泉鏡花作『鳥笛』『公孫樹下』公開稽古」
10月16日からアトリエ劇研にて上演する泉鏡花作

『鳥笛』『公孫樹下』の稽古場を公開します。遊劇
体が泉鏡花作品に取り組んで10作目となるこの作
品、文字通り格闘する稽古場を是非ご覧ください。
日時：	10月2日（金）19:30－21:30
会場：	制作室4
定員：	20名

絃楽合奏団Ｂ－ｏｎｅ
「マンドリンで聴くイタリアと日本の音楽」
イタリアで誕生し、どことなく哀愁を帯びつつも
軽やかで涼しげな音色が特徴のマンドリン音
楽。今回は、本場イタリアの曲に加えて日本の
曲も演奏します。洋の東西と時空を超えてゆっ
たりと流れる音色をお楽しみ下さい。
日時：	10月4日（日）16:00－17:00
会場：	制作室12
定員：	20名

野中ミキ 「オディッシィエクササイズ」
インド古典舞踊オディッシィのエッセンスを取り
入れたエクササイズを体験して頂きます。
健康な方ならどなたでも参加出来ます。
日時：10月9日（金）10:15－11:15
会場：制作室3
定員：10名
※動きやすい服装でお越しください。水分補給用の

飲み物をお持ちください。スカート不可

ヤマガミユキヒロ 「公開制作」
10月31日から佐賀県有田市で開催する「Media 
Butterfly in Arita」に出品予定の、無人の風景
画に同一視点の映像を投影したキャンバスプロ
ジェクションの手法を用いた作品の制作を公開。
日時：	10月18日（日）13:00－18:00
会場：	制作室9
※事前申込不要・時間内でいつお越しいただいても

結構です

正直者の会「正直者の会.labのup」
正直者の会.labが創作に向けて行っているボ
ディーワークやシアターゲームを通して自分、他
人、空間などへの「気づき」を体験して頂けたら
と思っています。
日時：10月28日（水）19:00－21:30
会場：ミーティングルーム2
定員：10名
※動きやすい服装でお越しください

発表支援事業（共催事業）

タデウシュ・カントル生誕100周年記念事業
「死の劇場－カントルへのオマージュ」
演劇のみならず奇才の美術家でもあったポーラ
ンドの異才タデウシュ・カントルの生誕100周年
記念事業。

１．シンポジウム Part1「カントルの受容と今日
的継承」
ポーランドより専門家を招聘し、カントルの活動と
その今日的意義について報告と討論を行います。
日時：	10月10日（土）14:30－18:00
会場：	講堂
料金：	無料（事前申込不要）

２．石橋義正新作舞台公演「ZERO ZONE 人工
知能は陸橋で積み木をつむデスか」

『オー！マイキー』『ミロクローゼ』の石橋義正が
「禅」をテーマに挑む舞台実験空間。
日時：	10月17日（土）19:00
	 18日（日）14:00／17:00
会場：	講堂
料金：	一般3,000円／25歳以下2,500円
※全席自由席（チケットは整理番号付）

※未就学児はご入場いただけません
※チケット詳細は主催者ウェブサイトをご覧ください

［関連企画］『オー！マイキー』スペシャルセレク
ション2015 上映&トーク
日時：	10月12日（月・祝）19:00－20:30
会場：	大広間
料金：	無料（事前申込不要）

主催： 京都市立芸術大学
問合せ： 京都市立芸術大学ギャラリー@KCUA
　TEL：075-253-1509
　WEB：http://gallery.kcua.ac.jp

福知山文化遺産活性化事業
『丹波のうるし作品集』
福知山市夜久野で採れた丹波漆を使った作品
展。透明感のある艶や、加飾の繊細さ等、漆の
美しさと多様性をご覧ください。
会期：	10月16日（金）－19日（月）10:00－17:00
		  ※入場無料・会期中無休
		  ※最終日は16:00まで
会場：	和室「明倫」 

［関連企画］ワークショップ「箸絵付け体験（MY
おはしをつくろう！）」
丹波漆で拭き漆をした箸に色漆で模様を付けま
す。漆掻きDVDも上映。
日時：	10月17日(土)、18日(日)11:00－16:00

※所要時間30分程度。当日お持ち帰りでき
ます

参加料：1,080円（１膳）

申込方法：要事前予約。材料が無くなり次第、
受付終了

主催：福知山市文化遺産活用実行委員会
問合せ：やくの木と漆の館
　TEL：0773-38-9226

「Ori-rhythm Ⅲ」展
～建築空間を彩る現代の染めと織り～
若手織作家8名による個性あふれるタペスト
リーの展示。
日時：10月21日（水）－11月4日（水）

	 10:00－22:00
		  ※入場無料・会期中無休
会場：京都芸術センター内各所

［関連企画］
オリリズム・ワークショップ
木枠による織物体験。ブレスレット、またはしお
りをOri-rhythm作家と一緒に作るワークショッ
プ。織り機体験も可能です。
日時：11月1日（日）13:00－17:00
場所：ワークショップルーム2
※参加無料・事前予約不要・時間内随時受付（最終受

付16:00）・材料なくなり次第終了

主催・問合せ： オリリズム展実行委員会
　TEL：075-341-1501
　E-mail：orirhythm@gmail.com

制作支援事業

渡邊野子「線が光を灯す」
日時：9月12日（土）－10月10日（土）

	 12:00－19:00（日曜・月曜休廊）

会場：GALLERY G-77（中京区）

料金：無料
問合せ：GALLERY G-77
　TEL：090-9419-2326
　WEB：www.g77gallery.com

したため＃3 『わたしのある日』
したためによる演劇公演。めくれあがるまで日々
を見つめることから。
日時：	10月1日（木）19:00

2日（金）19:00
3日（土）14:00／19:00
4日（日）14:00

会場：アトリエ劇研（左京区）

料金：一般前売 2,000円／当日2,500円
	 学生前売 1,700円／当日2,200円
	 高校生以下 無料（予約のみ）

問合せ：したため
　E-mail：info.shitatame@gmail.com
　WEB：http://shitatame.blogspot.jp/

羽藤雅敏 「Painting」
会期：10月5日（月）－10日（土）

	 12:00－19:00
	 （10月5日 14:00－19:00、10日 12:00－17:00）

会場：人形町ヴィジョンズ（東京都中央区）

料金：無料
問合せ：
　TEL／FAX：03-3808-1873
　WEB：www.visions.jp

ニットキャップシアター第36回公演
『こんなにもお茶が美味い』京都公演
日時：10月7日（水）19:00

8日（木）19:00
9日（金）19:00

10日（土）14:00／19:00
11日（日）13:00／17:00
12日（月・祝）14:00／19:00

会場：アトリエ劇研（左京区）

料金：一般前売3,000円／当日3,500円
ユース・学生前売2,000円／当日2,500円

（ユースは25歳以下）

高校生以下1,000円（前売・当日共）

問合せ：ニットキャップシアター
　TEL：090-7118-3396
　WEB：http://knitcap.jp/36th/

遊劇体#58 〈遊劇体×泉鏡花オリジナル戯
曲全作品上演シリーズ10〉

『鳥笛』 『公孫樹下』
日時：	10月16日（金）19:00

17日（土）14:00／19:00
18日（日）14:00／19:00
19日（月）19:00　
20日（火）14:00

会場：アトリエ劇研（左京区）

料金：一般2,800円、学生2,000円（前売・当日共）

問合せ：
　TEL：090-1907-6804
　FAX：075-525-2910
　E-mail：yu_geki_tai@hotmail.com

絃楽合奏団B-one 第11回演奏会
イタリア音楽から日本人作曲家の曲まで、マン
ドリンの響きをお届けします！
日時：	10月17日（土）18:30－20:00
会場：	寝屋川市立地域交流センター アルカス

ホール（大阪府寝屋川市）

料金：無料
問合せ：絃楽合奏団B-one（山田）

　TEL：090-6238-1730　　　　　　
　WEB：http://bonebone.web.fc2.com/

野中ミキ
インド古典舞踊オディッシィ公演 

「花
はなばちすよ

蓮夜Ⅱ～ギータ・ゴーヴィンダの世界～」
クリシュナとラーダーの恋物語「ギータ・ゴーヴィ
ンダ」を朗読とシタールで綴るインド舞踊公演。
日時：	10月24日（土）開演18:30（受付開始17:30）

会場：	法然院（左京区）

出演：野中ミキ（インド舞踊）、広田ゆうみ（朗読）、
南沢靖浩（シタール）

料金：前売3,000円／当日3,500円
問合せ：野中ミキ
　TEL：090-9624-6900
　E-mail：hana_bachisu@yahoo.co.jp
　WEB：http://hanabachisuyo.blogspot.jp

素謡の会「宙にただよう恋」
第3回《定家》
日時：	11月5日（木）

	 開場18:30 開演19:00
（受付開始18:00）

会場：大広間（待合：講堂）

出演：	河村晴道、味方健、味方玄、
	 深野貴彦、田茂井廣道
料金：	前売1,500円／当日1,800円

第240回 市民狂言会
日時：	12月4日（金）

	 開場18:30 開演19:00
会場：	京都観世会館（左京区）

演目：	舎弟、業平餅、月見座頭、金藤左
衛門

出演：	茂山千五郎、七五三、あきらほか
料金：	前売2,500円／当日3,000円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸京

都店、高島屋京都店、チケットぴあ
（Pコード：445-945）

※団体券2,200円（20名以上）は京都芸術セン
ターにて取扱

チケットぴあで取扱いのチケットは、電話、
ぴあ窓口、コンビニエンスストア（セブン・イレ

ブン、サークルＫサンクス）の専用端末などから
ご利用いただけます。
WEB：http://t.pia.co.jp
TEL：0570-02-9999

※その他のチケット窓口取扱公演：主催事業
および　印の共催事業・制作支援事業

第33期 制作室使用者募集
若手芸術家の活発な創作活動を支援する
ため、造形および舞台芸術作品の制作を
行う「制作室」（全12室）を提供します。
使用期間：2016年4月1日（金）－9月30日（金）

使用料：無料
条件：
・	1申請につき使用期間は最大3ヶ月
・	新しい芸術表現を試み、継続的な活動

を展開していること
・	制作した作品を京都芸術センター以外の

場で発表する具体的な計画があること
・	市民との交流に対して意欲的であること
・	明倫ワークショップの実施
・	毎月実施の制作室連絡会への参加
締切：	9月30日（水）〔必着〕

京都芸術センター
アートコーディネーター募集
京都芸術センターで勤務する「アートコー
ディネーター」を募集します。
１. 業務内容
〇舞台、美術、伝統文化などジャンル別あ

るいはジャンルを越えた各種事業の企
画、連絡調整、広報、事業実施及びこれ
らに伴う契約、経理その他付随事務等

〇芸術センター制作室利用者、ボランティ
ア・スタッフとの連絡調整

〇通信紙の発行、ホームページの管理、そ
の他芸術情報の収集・管理・提供に関す
る業務

２. 採用・勤務条件
（１）採用人員：若干名
（２）採用予定日：2016年4月1日（予定日を

早めて採用する場合あり）

（３）雇用期間：採用日から１年間（最長3年ま

で雇用契約を更新）

３. 応募方法
（１）応募方法：｢採用試験･受験申込書｣に

必要事項を記入し、写真を貼ったうえで、
下記申込先に郵送してください。
※申込書を入れた封筒の表に、｢受験書類

在中｣と朱書きしてください。
（２）申込先：〒604-8156 京都市中京区

室町通蛸薬師下る山伏山町546-2 公
益財団法人京都市芸術文化協会 職員
採用担当 宛

（３）締切：10月6日（火）〔消印有効〕
※詳細は京都芸術センターウェブサイトをご覧ください

「藝文京展2016」
平面作品（版画・絵画・写真）募集
公益財団法人京都市芸術文化協会による
公募展。今回は版画・絵画・写真分野
の平面作品を募集します。
募集分野：平面作品（版画・絵画・写真）

テーマ：現代の平面～ひかりとかたち～
賞：藝文京展大賞（副賞30万円）ほか
登録期間：10月1日（木）－12月10日（木）

10:00－20:00〔必着〕

登録料：5,000円
入選作品展：2016年1月6日（水）－27日（水）

展覧会場：ギャラリー北・南、フリースペース
主催：	京都市、公益財団法人京都市芸術

文化協会
後援：	京都商工会議所、一般社団法人京

都経済同友会、京都新聞、NHK京
都放送局

問合せ：京都芸術センター内「藝文京展」係
　TEL：075-213-1003
　E-mail：kouboten@geibunkyo.jp
※詳細はウェブサイトをご覧ください（www.

geibunkyo.jp/）

募集要項および応募用紙は、同センターにて配布中。ウェブサイトからもダウンロード可。
応募方法：応募用紙に必要事項を記入の上、必要書類とともに京都芸術センターまで送付ま
たは持参（持参の場合は締切日の20時まで）。
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NEW INCUBATION 7
『パラレルワールド または私は如何にして世界を愛するようになったか』（9/9－10/18）

パラレルイベント／ ニュイ・ブランシュ KYOTO2015関連企画
1. EUGENE KANGAWA　Special Installation

演劇計画Ⅱ－戯曲創作－
柳沼昭徳 作・演出 『新・内山』

［共催］福知山文化遺産活性化事業 
『丹波のうるし作品集』

パラレルイベント／ ニュイ・ブランシュ KYOTO2015関連企画
2. PIERRE JEAN GILOUX　b. Special Installation

五感で感じる和の文化事業 「先覚に聴く」 五感で感じる和の文化事業
月イチ☆古典芸能シリーズ 第28回「緞帳を知る」

［明倫WS］東野祥子 「身体意識かえていきいきダンスWS」

［明倫WS］遊劇体
「泉鏡花作『鳥笛』『公孫樹下』公開稽古」

［明倫WS］絃楽合奏団Ｂ－ｏｎｅ
「マンドリンで聴くイタリアと日本の音楽」

［明倫WS］野中ミキ 「オディッシィエクササイズ」 ［明倫WS］ヤマガミユキヒロ 「公開制作」

［共催］タデウシュ・カントル生誕100周年記念事業
１．シンポジウム Part1「カントルの受容と今日的継承」

［共催］タデウシュ・カントル生誕100周年記念事業
２．石橋義正新作舞台公演 ［関連企画］『オー！マイキー』スペシャルセレクション2015 上映&トーク

［共催］タデウシュ・カントル生誕100周年記念事業
２．石橋義正新作舞台公演「ZERO ZONE 人工知能は陸橋で積み木をつむデスか」

［明倫WS］正直者の会
「正直者の会.labのup」

パラレルイベント／ ニュイ・ブランシュ KYOTO2015関連企画
2. PIERRE JEAN GILOUX　a. Film Screening（会場：京都国際マンガミュージアム）

アン・リスレゴー展
（10/27－12/25）

［共催］「Ori-rhythm Ⅲ」展～建築空間を彩る現代の染めと織り～（10/21－11/4）

京都芸術センター×京都市立芸術大学 アーティスト・イン・レジデンス 2015
マルティ・ルイス コンサート（10/31、11/1）（会場：京都市立芸術大学）

演劇計画Ⅱ－戯曲創作－
山崎彬 作・演出 『また愛か』（10/24－11/2）

thu fri sat sun mon tue wed thu fri sat sun mon wedtue fri
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 2726 29

sat sun sunmon monwed thu fri satwedsatthu fritue tuethu
313028

オパンポン創造社は関西小劇場で俳優として活躍す
る野村有志さん主宰の劇団。筋肉質の身体を惜しげも
なく晒し舞台上を駆け回る彼の姿は一度みたら忘れられ
ない。地に足のついた演技、力強い声、端正な顔立ち
で他劇団から出演依頼も絶えない野村さんであるが、ラ
イフワークであるオパンポン創造社の番外公演『オパン
ポン☆ ナイト番外～感謝勘弁～』が行われるということ
で足を運んだ。この公演は「感謝編」と「勘弁編」で２つの
バージョンがあり、私が観劇したのは「感謝編」で３０分の
短編の２本立てであった。

一つ目の作品『大巨人とスタンドバイミー』は中年にさし
かかった兄（川添公二）の元に弟（野村）が帰ってくるところか
らはじまる。兄はプロボクサーだったが挫折し、今は毎日
のように子供の頃によく遊んだ池で大巨人が現れるのを
待っている。そんな兄に対して弟は「現実を見ろ」と叱責す
るも兄は話をはぐらかしてばかりで聞く耳を持たない。現
実逃避する兄と現実社会で奮闘している弟の構図がはっ
きりと浮かび上がる中で最後に巨人が本当に現れる。

私はこの巨人登場にとても驚いた。というのも私はこ
の作品を「兄が現実と向き合う」話だと思いながら見てい
たので、当然兄の現実逃避の象徴である巨人は出てこ
ないと思い込んでいたのだ。しかし実際、兄は最後まで
現実に向き合わず、さらに巨人は登場し、兄の妄想は具

戦後日本を通して、多くの日本人作曲家が日本語
のオペラを手掛けてきたにも拘らず、昨今、劇場で上
演される大半は西洋から輸入された作品である。今
回の沼尻竜典による新作オペラ『竹取物語』は、作曲・
台本・指揮を自ら行い、日本人のために作った日本語
のオペラである。

親しみやすさという点で、これまでのオペラとは一
味違う。まず、自然で平易な日本語が使われているの
で、言葉がはっきり聞きとれる。台本がシンプルな分、
細やかな心情は音楽によって巧みに物語られている。

音楽も現代音楽のような難解さはない。全体を通し
て、バロック時代の宮廷音楽や、後期ロマン派のオペ
ラや交響曲など様々な作品を想起させる音楽が次々
と現れる。この点について、オリジナリティの欠如と
批判される向きもあるだろうが、芸術性とは、自身の
経験が脳内で蓄積され、それらが新たに組み合わさ
れてできるもの、と考えれば、このような音楽作りも、
長年、指揮者として活動してきた沼尻氏の個性といっ
てよいのではないか。

第3景で子役の使者が歌う「石上麻呂足の使者の
歌」、第5景でかぐや姫（幸田浩子）が歌う「帝へ捧げる
アリア」などは素朴で親しみやすく、聴衆の心を掴ん

岡本太郎の芸術論を紐解きながら、陶芸作品を6つ
のシーンで紹介する展覧会。その最終章は、次のよう
な紹介文で始まった。《子どもの芸術における自由は、
戦いをへて苦しみ傷つき獲得したものではないことか
ら、芸術家の自由と対極にあると岡本太郎は記してい

オパンポン創造社番外公演
『オパンポン☆ ナイト番外～感謝勘弁～』
８月2２日（土）、2３日（日）

シアターカフェNyan（大阪市西区）

沼尻竜典作曲 歌劇『竹取物語』 全５景
8月8日（土）、9日（日）

滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール(滋賀県大津市) 中ホール
演出：栗山晶良
管弦楽：日本センチュリー交響楽団

『土・祈り・イマジネーション・・・岡本太郎の言葉と
ともに』展
6月14日（日）－9月23日（水）

滋賀県立陶芸の森・陶芸館（滋賀県甲賀市）

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。

E V E N T  C A L E N D A R　10 / 1 ▲ 10 / 31

図書室休室日：10月30日（金）

妄想の肯定
日本語による新作オペラ

『竹取物語』

いま「何から自由でいるか」
について

演劇

音楽

美術

ピンク地底人3号 筒井はる香

内山幸子

現化してしまう。
２つ目の作品『王様大脱走』も演者は違えども物語構

造は同じである。刑務所内にXXX国の王だと自称する
男（殿村ゆたか）がいる。彼は脱獄を目論んでいて、高い
塀の外で待っているパラグライダーが己を自国へ連れ
帰ってくれると妄想する。そんな王の脱獄を様 な々理由
から阻止しようとする囚人（野村）がいる。そして最後、
やはりパラグライダーが実際に現れる。

どちらの作品でも共通しているのは妄想の肯定である。
『大巨人とスタンドバイミー』において、巨人を妄想す

る兄に対して反発しつつもどこか羨ましげな視線を送
る弟役を野村さん御本人が演じていることはとても象
徴的だ。また常に野村さんが演じる役は兄（王）の妄想
が具現化される瞬間、その妄想を祝福するかのように
笑う。たぶん作家は誰かの妄想が現実になる瞬間を見
たいのだ。そしてその妄想が現実になる場所こそ劇場
であり演劇なのだろう。興味深いのは、妄想する兄も
王も最後まで現実に向き合わないことだ。最初はそれ
にとても違和感を覚えたのだけれど、上記二つの作品
が《兄（王）の妄想が具現化する物語》ではなく《妄想す
ることを忘れてしまった弟（囚人）が再び妄想する物語》
と考えれば腑に落ちる。弟（囚人）は兄（王）の妄想が具
現化されるのを目撃しているのではない。一緒に妄想
しているのだ。 （８月２２日１３:００の回観劇）

でいた。ただ、欲をいえば、母国語の繊細な抑揚を
効かせた日本歌曲のようなアリアも聴きたかった。

オーケストラによる擬音の面白さも沼尻作品の特色
であろう。第3景で、かぐや姫が結婚の条件として出
した「仏の石の鉢」を見つけるためインドまで行った、
と皇子がほらを吹く場面では、ハープでサントゥール
の音色を再現する。別の皇子が扇子をエレキギター
のように構えると、オーケストラのトゥッティ（全奏）で
ヘヴィメタルの演奏を模倣する。

6人の職人たちのボディ・パーカッションを取り入れ
たパフォーマンスは、ミュージカルのようで、親しみに
くかった日本のオペラのイメージを一掃してくれる。
ただ、第5幕で、かぐや姫が月を見て物思いに耽り、
感極まる場面を、敢えて歌のない「間奏曲」にした点
は、狙いとしては理解できるが、オペラ作品とすれば、
物足りなさを感じた。

栗山昌良の演出は、日本の伝統芸能の要素が強く、
舞台中央には、歌舞伎や能で使われる所作台が置か
れている。そこでの翁（清水良一）と媼（永井和子）の所作
は、一級の能楽師のようで見事であった。和と洋、高
貴と世俗、クラシックとモダンの絶妙な組み合わせこ
そ、『竹取物語』の魅力であろう。上演の回数を増や
し、誰もが気軽に鑑賞できる作品になってほしいもの
である。 （8日観劇）

る》。そこまで5つのシーンを順に見て来た私は、1章の
展示室に引き返すことにした。戦後日本の文化状況の
なかで前衛主義者であろうとした岡本は、どんな自由
を求め、何から自由であろうとしたのか、展示を見返し
ながら考えた。

パリから帰国した岡本の芸術的課題は、日本を再発
見すること、そして型を受容し通俗させていくモダニズ
ムと戦うことだったと言えるだろう。本展示は、《犬の
植木鉢》等、岡本自身の焼きもの作品ではじまる。信楽
は、1950年頃から駅や劇場での公共展示のため土の
造形に取り組み始めた岡本が、制作していた窯場の１
つである。2章は岡本にとって日本の再発見となった縄
文土器と岡本が撮影したそれらの写真展示で、岡本は
縄文土器を、焼成による変形や窯変といった偶然性や
神秘を「あじ」として「見せる」という概念もないと讃え
る。3章はパプアニューギニアの土器である。精霊や祖
霊、動物をモチーフとした装飾を施しているのだが、人
と自然の関係を神秘化したり美学化するといった意識
を取りはらった、祈りのかたちが表れている。4章では
市内の小学生によるシーサーと土面が展示された。岡

本は、「一種の生命力」としての激しい表現欲は誰もが
持っており、それは子どもの場合を見るとよくわかるの
だと言う。それをありのままに欲することができるのは、
子どもの間だけ許される自由だということか。5章は、
湖南市の障がい者支援施設・一麦寮生の作品で、「まっ
たく人の目なんか気にしてない、平気で、やりたいほう
だいやっている、その平気さにひきつけられる」（雑誌『太

陽』No.292、平凡社、1986）と紹介されている。そして6章
は、岡部嶺男、奈良美智ら芸術家たちの土の造形作品
である。「芸術家が心身の全エネルギーをもって社会と
対決し、戦いによって獲得する。ますます強固におしは
だかり、はばんでくる障害をのりこえて、うちひらく自
由感」という言葉とともに紹介されている。（『今日の芸術

　時代を創造するものは誰か』岡本太郎、光文社、1954）

ところで、やはり岡本の1964年東京オリンピックと
1970年大阪万博での仕事を思い出さずにはいられな
い。ちなみに代々木競技場陶板レリーフ群《走る》《競
う》と《太陽の塔》背面の《黒い太陽》は信楽でつくられ
たものだ。今や《太陽の塔》は、「人類の進歩と調和」と
いう大阪万博の描いた未来像に矛盾を突き付け、挑み

切った存在として語られるようになった。エゴや社会や
イデオロギーといったものからの芸術の圧倒的な自由
を見せた岡本の戦いから、今どのように学び、2020年
を迎えることができるか。そういった思いを巡らせるの
に、信楽までの道のりは十分な時間だった。

ぴんくちていじん３ごう／地底人兄姉弟の長男、劇作家・演出家●大岡
昇平の「野火」が映画化されました。触発されて大岡昇平全集を読んで
います。

つつい はるか／音楽学者●リュック・フェラーリのヘルシュピール作品と
ドイツにおけるヘルシュピールの歴史について調べています。没後10年
を迎えて、色 な々イベントが国内外で企画されています。「プレスク・リヤン
協会日本支局」HP http://association-presquerien.hatenablog.com/

うちやま さちこ／アートマネージャー●初めて陶芸の森へ行きました。JR
から信楽鉄道へ乗り継ぎ、終着駅からさらにバスを乗り継ぎます。バス停
からも歩いたり階段を上ったりします。帰りはバスに乗らずに、信楽焼の
たぬきに見守られながら、駅まで歩きました。

写真提供：びわ湖ホール

展示風景
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に気付いたといいます。そこで、滞在制作を通じて日
本での芸術ネットワークを駆使しながらさらなる共同
研究を進めるべく、今回京都でさまざまな試みを行っ
ています。京都芸術センターでは、11月の初旬まで、
時間の感覚やはかなさ、美的な感受性、そして、同時
に存在する光と闇をテーマにしたパフォーマンス／イ
ンスタレーションの新作に向けて活動する予定です。

「序破急」や「陰翳」のコンセプトに興味を持つ二人、
京都の地の利を生かして、能をはじめとする伝統芸能
のエッセンスにも触れようと意気込んでいます。新た
な出会いからどんなケミストリーが生まれるか、期待
が高まります。

ちなみにディランは、米国で作曲を勉強していた大
学時代、音楽と並行して日本語を専攻していたという
ほど日本や日本の文化に造詣が深く、過去に3度日本
に滞在し、日本人の生態にも詳しいもよう。対するロー
ラの方は、今回が初めての来日ですが、谷崎や川端
といった日本文学を愛読し、日本のイメージをじっくり
と膨らませてきました。そんな二人がそれぞれ異なる
目線でとらえる日本の姿がどのようなものかも、注目
されるところです。

文楽の舞台は長年観ていますが、今回の依頼で初めて住大夫師匠にお
会いしたとき、なにより真撃に謙虚に芸に向き合ってこられた姿勢に感
服させられました。この姿があるからこそ、出てくるだけで観客を魅了す
る舞台ができるのだと。ふたりの先覚者のお話をぜひ体感していただ
ければと思います。 萩原麗子（プログラム・ディレクター）

二人の出身地であるタスマニア島には、山々や入りくんだ海岸線とともに
深 と々した原生林が今なお残されています。太古の自然の中に息づく、ど
こか魔術的で妖しさや翳りを帯びた独特のその文化には、日本文化と共
通するものがたくさんある、と強調するディランとローラ。緯度が青森と同
じで、日本人にとっては懐かしい風景が広がるというタスマニアの地を、
ぜひいつか訪れてみたいです。

土山亮子（アート・コーディネーター）
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五感で感じる和の文化事業

ディラン・シェリダン＆ローラ・ハインドマーシュ

「先覚に聴く」 ～竹本住大夫、米川文子～

その新たな試みとして、「先覚に聴く」と題した
プログラムを始動します。第一回目となる今

回は、ともに重要無形文化財保持者の認定を受け
ておられる文楽・太夫の竹本住大夫師匠、生田流
筝曲の米川文子先生を招き、お話を伺います。

住大夫師匠は昨年5月の引退まで、68年間、文
楽ひと筋で舞台に上がりつづけ、多くの人に浄瑠
璃を語り続けてきました。詞ひとつで、登場人物や
情景を語り分けていく太夫。住大夫師匠は、ひたす
ら芸の基本に忠実に素直に稽古に励み、やっと一

今年度レジデントとして選ばれたのは、タスマニ
ア州出身のディラン・シェリダンとローラ・ハイ

ンドマーシュの若手二人。9月なかばから京都芸術セ
ンターに滞在中です。ふだんはそれぞれが独立した
アーティストとして活動していますが、2012年以降コ
ラボレーションを行い、ユニットとしても作品を発表し
てきました。

作曲家・サウンドアーティストのディランは、イメー
ジや照明、空間を用いながら、オペラ、コンサート音
楽、室内楽からギャラリーで展示する大規模なインス
タレーション作品まで、幅広い創作を行っています。
一方のローラは、現代美術のアーティストとして、プロ
セスに重点をおき、映像、インスタレーション、ドロー
イング、版画やテキストを媒介として、時間や次元の
枠を超えた体験の探求を続けてきました。

二人の共同制作の成果は2013年、映画前史を
彷彿とさせるような光学装置を用いた《Between 
Attraction and Monstration》と題する音と光のパ
フォーマンス／インスタレーション作品として初めて発
表されましたが、この作品を創り上げる過程で、二人
とも「間」や「もののあはれ」、「影の美学」といった日本
の伝統的な感性に対して共通の興味を持っていること

人前に立てるようになったと感じたときは、すでに
60歳を超えていたそうです。

文子先生は、叔母の初代米川文子を師に、大勢
の内弟子や門下生がいる環境で厳しい稽古を積み、
40歳になって初めて初代文子師の伴奏をつとめる
機会を得たといいます。「芸は一生、死ぬまでが勉
強」という師匠の言葉を、文子先生は一心に受けと
め、今でも箏の前に座らない日はないそうです。

住大夫師匠、文子先生はともに大正生まれ。戦
中戦後の混乱と近代化が進み伝統文化の価値が薄
れゆくなか、一つの道をひたすら究めて研鑽を積ん
でこられました。「文楽」と「筝曲」は、ふたりの情熱
と強い信念によって時代を乗り越え、今私たちの目
の前に存在しているといっても過言ではありません。
「先覚」には、学問や見識のすぐれているという

意味と、人より先に物事の道理を悟るという二種類
の意味があります。芸を受け継いでこられたお話

とともに、その時代状況を含め、様々な労苦を乗り
越えてこられたふたりの先覚者の話に、耳を傾け
考える機会にしたいと思っています。

京都芸術センターでは、アーティスト・イン・レジデンス・プログ
ラムの一環として、マイヤー財団から支援を受ける、メルボル
ン大学のアフィリエイト団体「アジアリンク」と昨年度より提携し、
アジアでの活動を希望するオーストラリアのアーティストを受
け入れています。

五感で感じる和の文化事業は、京都だけでなく国内の
貴重な伝統芸能・文化を収集発信し、将来に継承する
拠点施設となる「国立京都伝統芸能文化センター（仮）」
の誘致を目指したモデル事業です。多彩なプログラム
と実験的な試みを展開しているもので、伝統と向き合う
ことで新たな創造へとつながることを目指しています。

Dylan Sheridan （ディラン・シェリダン）
ホバートを拠点に活動する作曲家・アーティスト。アメリカのシン
シナティ大学音楽院で修士号を取得。これまでMusic X、Dark 
MOFO、Next Wave Festivalなどに出展。ビジュアルアーティス
トとしても創作を行い、コンサートホールからギャラリー、リビング
ルーム、洗車場まで、米・欧・豪のいろいろな場所で作品を発表し、
枠にとらわれないコンサート音楽の地平を開拓し続けている。

Laura Hindmarsh （ローラ・ハインドマーシュ）
ロンドンとホバートを拠点に活動するアーティスト。ロンドンの
Apiary Studios、CCPメルボルン、ウィーンのVe.sch、TMAG
ホバート、Dark MOFO、QVMAG、パースのPICAなどに出展。
これまで、崩壊や疲弊のプロセスをテーマにし、映像、インスタ
レーション、パフォーマンスから16mmフィルムまで、多様な手
法を用いて作品を発表してきた。京都滞在中には日本の初期映
画についてもリサーチをする予定。

PROFILE

左／Laura Hindmarsh 《Two sides of a circle》(2014)

右上／Dylan Sheridan《Grave Listening》(2015)

右下／Dylan Sheridan & Laura Hindmarsh
《Between Attraction & Monstration》(2013)

米川文子

竹本住大夫

五感で感じる和の文化事業 「先覚に聴く」
日時： 10月10日（土）14:30－16:30（開場14:00）
会場： 大広間
ゲスト： 竹本住大夫（文楽・太夫・人間国宝）
 米川文子（生田流筝曲・人間国宝）
司会： 小林昌廣（情報科学芸術大学院大学教授）
料金： 1,000円
定員： 100名（先着順／要事前申込）
※イベント情報（P2）もご覧ください
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交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／

阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。
○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・

談話室・チケット窓口　　　　　 ……… 10:00－20:00

○カフェ ……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　  twitter：@Kyoto_artcenter
　  http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　  twitter：@Kyoto_artcenter

アーティストインタビューやイベント情報など
トピックが満載！


